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名古屋市における発火対策について

（電池類、発火性危険物）
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名古屋市における発火対策

・平成22年6月「発火性危険物」の収集を開始
従来の分類区分「スプレー缶」を「発火性危険物」と改称し、スプレー缶に
加え、使い捨てライター、固形燃料、などを追加した。

・令和3年4月「発火性危険物」の品目に加熱式たばこ・電子たばこを追加

・令和4年4月「小型家電」の対象品目を拡充、「充電式家電」の回収を開始
「小型家電」の対象品目を、それまで小型家電回収ボックス(縦15cm×横
40cm×奥行25cm)に入る特定対象品目のみを対象としていたのを、制度対
象品目に拡充し、回収場所に環境事業所を追加し、回収拠点も増やした。

「小型家電」の対象品目拡充に併せて回収ボックスに入らない充電式掃除機、
ロボット掃除機等も「充電式家電」として環境事業所にて無料で引き取りを
開始した。

・令和4年7月「電池類」の収集を開始
新たな分別区分「電池類」を設定し、それまで種類ごとに捨て方が異なった
電池類（乾電池→「不燃ごみ」、ボタン電池→協力店、リチウム電池→「発
火性危険物」、リチウムイオン電池→JBRC回収ボックス）について一括収集
を開始した。
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発火性危険物の捨て方
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電池類の捨て方
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ちらし（令和４年７月全戸配布）
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電池類および発火性危険物の収集について

プラスチック製容器包装は後方のパッカー投入口、電池類は横かごに積む
同様に、可燃は後方のパッカー投入口、発火性危険物は横かごに積む
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電池類の処理フローについて

収集車はプラスチック製容器包装の搬入時、左写真のとおり計量器前で横かごに
積んだ電池類をコンテナに入れた後、計量してパッカーに積んだプラを空ける

電池類

【搬入施設】 【中間処理】【収集運搬】 【運搬】 【資源化・最終処分】

【市民】

コンテナごと運搬
週１回

市で一括収集

電池類

破袋選別
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課題

・こうした発火性対策を行っているものの、依然として電池類や発火性危険物
の混入が起こっている。

・「電池類」については、１回あたりの排出量が少量であったりするが故、見
落としによる収集漏れが頻繁に発生している。また誤ってプラスチック製容
器包装と一緒に積んでしまっているとも考えられる。

・「電池類」について市民が良かれと思って、プラスチック製容器包装の袋と
電池類の袋同士を結んで排出し、収集員が一緒にパッカーに積んでしまって
いると思われるケースも発生している。「発火性危険物」についても可燃ご
みと袋同士を結んで排出されていることが多々ある。

分別・排出方法について、更なる周知・徹底が必要


